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  ■ 論文要旨 ■ 

 

 建設作業所は，建設業における生産拠点であり，また生産情報（建設施設に関する

あらゆる情報）の作成・利用場所であるにも関わらず，作業所の立地条件や常設事業

所ではないという環境のために，社内ネットワークの中でも一番劣悪な通信環境に置

かれていた．特に近年では，ＩＳＯに基づく各種文書・帳票類の電子化や図面のＣＡ

Ｄ化に伴い，取り扱う情報量が大幅に増加し，通信環境の悪さが業務の遂行に多大な

影響を与えるようになってきている． 

 そこで，個人を対象とした高速・定額・低額の通信サービスであるＡＤＳＬが，建

設作業所に不可欠な電話線を利用して実現できることに着目し，企業用ネットワーク

サービスとして定着しつつあるＩＰ－ＶＰＮサービスと組み合わせることにより，作

業所における通信環境の大幅な改善と通信コストの削減を実現した．これは，建設業

界初の試みであり，対象拠点数（約１，２００）の規模から見れば，他産業でも例を

見ないものである． 

 今後は，今回構築した環境をベースに，足回り回線サービスの変化に柔軟に対応し，

より高速で信頼性の高いネットワーク環境を建設作業所に提供していきたい． 
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１．はじめに 
 １．１ 当社概要  

清水建設株式会社は，創業が文化元年（西暦１８０４年）の総合建設会社であり，社員

数は約 12,000 人を超える．常時，全国で稼動している建設作業所は 1,000 ヶ所以上で，海

外を含めると 1,500 ヶ所近くの作業所で建設工事を行っている．民間建築工事が中心で，

２００１年度の売上高は約１兆２千億円となっている． 

 

 １．２ 建設業における作業所の特徴  
建設業界は単品受注生産の業界であり，また受注した案件は発注者が指定した場所（建

設予定地）で施工を行う．そのため，施工業務を行う拠点として建設作業所が存在する．

建設作業所は，建設施設を施工する上での作業拠点として，以下の特徴を持つ． 

・ 建設工事開始に合わせて作業所が作られ，工事完了に合わせて撤去される仮設事

業所である．したがって，着工時の迅速な通信ネットワークの提供と竣工時の迅

速な撤去が求められる． 

・ 工事対象場所（建設地）は案件により異なるため，都市部から山間に及び，提供

される公共的な通信用インフラは様々である． 

・ 各建設作業所の存続期間は，当該案件の工期に依存するため一定ではなく，短い

ものでは数ヶ月間である．そのため，作業所内にパソコンなどのネットワーク接

続機器が多い場合でも，工期が短い場合には，期間拘束がある通信サービスを選

択しづらい． 

・ 施工に必要となる図面，文書，技術資料，各種議事録などは，一般的に建設作業

所で作成，加工，蓄積され，また必要に応じて発注者，設計事務所，取引業者，

内勤サポート部門などとの間で情報のやりとりが行われる． 

・ 案件によっては，建設地の条件（敷地条件や施工施設の条件）により，建設作業

中に作業所を移転したり，建設予定地外に建設作業所を確保する場合がある． 

 

 １．３ 清水建設における作業所ネットワークの現状  
建設業界では，本支店社屋内及び本支店間のネットワーク整備が先行し，作業所につい

てはその立地条件から，生産拠点でありながらもネットワーク環境の構築は遅かった．清

水建設でも，本格的に作業所と本社や支店とのネットワーク接続を開始したのは１９９４

年である． 

初期の作業所ネットワークは，作業所から本社や支店などの拠点に設置したモデムプー

ルへの個別接続を実現していた（図１参照）．これにより，一部の作業所との間でネット

ワーク環境が構築され，それまで内勤部署でしか利用できなかった電子メールを中心とし

た自社開発グループウェアの利用が作業所へ拡大した． 

また，ネットワーク接続の作業所が増加するとともに，それまでの内勤部門中心のアプ

リケーション開発から作業所で利用できる業務アプリケーションの開発が進み，作業所ネ

ットワークの普及に拍車をかけた． 

しかしながら，このネットワーク構成では，作業所数の増加に比例して，モデム機器や

通信回線の整備及び運用管理の負荷が増大し，特に情報システムの担当者が少ない支店で
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は，対応ができなくなっていった． 

図１ 初期の作業所ネットワーク構成図 

 

この問題発生を受けて，運用管理作業をアウトソーシングすることによる作業負荷とコ

ストの削減，及び全国一律での作業所ネットワーク環境の提供を前提として，各種キャリ

アやメーカ・ベンダのサービスに関する調査・検討を開始した．その結果，１９９８年に

富士通株式会社のＦＥＮＩＣＳリモートランサービスを採用し，新規作業所から順次移行

を行い，１９９９年末には，ほぼ全作業所のネットワーク化を実現し，２００１年までこ

のサービスを利用してきた． 

今回の再構築前の，ＦＥＮＩＣＳリモートランサービスによる作業所ネットワークでは，

各作業所から全国にあるＦＥＮＩＣＳのＡＰ（アクセスポイント）にダイヤルアップで接

続する形態を取っていた（図２参照）．図２に示すとおり，ネットワークの論理構成は本

社を中心とするスター型であり，作業所側からのダイヤルアップによる発呼で通信が確立
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されるため，作業所拠点間の通信ができないネットワーク構成となっている．ダイヤルア

ップ回線はＩＳＤＮ（６４Ｋｂｐｓ）とアナログ回線の２種類の回線をサポートしており，

ＩＳＤＮ回線の敷設が可能な作業所はＩＳＤＮ回線を敷設し，山間などでＩＳＤＮ回線が

敷設できない場合にはアナログ回線を利用する．作業所によって回線速度に差はあるが，

全国の作業所が接続可能となっている．なお，これらの回線は料金が従量制であるため，

利用すれば利用するだけ費用がかさむ構成であった． 

図２ ＦＥＮＩＣＳを利用した作業所ネットワーク構成（再構築前の状況） 

 

２．作業所ネットワーク再構築の背景 
前述のように，建設業の作業所という特殊な環境を対象として，その制約の範疇の中で

可能なネットワーク構成を，その時々の技術やサービス，業務ニーズなどに合った形で実

現してきたが，ここ数年のＰＣネットワーク接続環境の一般化に伴い，作業所ネットワー

クに対する新たなニーズや要望が発生し，従来のネットワーク構成では対応できなくなっ

てきた． 

 

 ２．１ 業務のＩＴ化による通信ネットワークの重要性の増大  
 ２．１．１ コミュニケーション・コラボレーション環境の整備  
 作業所では，電子メールやグループウェアの展開，業務アプリケーションのＷＥＢ化，

社内内勤部門とのファイルのやりとりなど，通信ネットワークを利用した業務が増加して

いる．合わせて，各種の申請業務なども電子化が進み，作業所内の業務に，通信ネットワ

ークは不可欠なものとなってきている． 
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 ２．１．２ 社外との電子情報のやりとりの増加  
 パソコンの性能や通信ネットワークの整備が進むにつれて，従来電子化が遅れていた

様々な業務でも情報システムの利用が進んできている．特にＣＡＤシステムの普及により

図面のＣＡＤ化が進んだこと，デジタルカメラで撮影した写真が公的にも認められるよう

になったことが，発注者や設計事務所，取引業者との電子データのやりとりを加速させて

いる．これらのＣＡＤ図面やデジタル写真データは一般的にファイルサイズが大きいため，

従来のＩＳＤＮ回線やアナログ回線では送受信に時間がかかる上，料金が従量制のため通

信コストが年々増加している． 

更に最近では，社外のＡＳＰサービスを利用して各種文書類（図面，写真，定例打合せ

記録，工程表など）を発注者や設計事務所と共有したりする作業所も増えており，社外と

のネットワーク接続環境の必要性は増加の一途を辿っている． 

 

 ２．１．３ 生産センターによる作業所の群管理への対応  
 各作業所の業務効率化のために，清水建設では２０００年から「生産センター」という，

複数の作業所を束ねる組織を設置し，事務業務や施工図作成などの業務を集中管理する方

式を採用しているが，これにより作業所と生産センターとの間のネットワークによる直接

接続の要望が増大している．しかしながら，この生産センターは内勤部署として存在して

いるわけではなく，ネットワーク環境も作業所と同じ環境であるため，１章で説明したよ

うに，作業所と生産センター間の双方向通信はできない． 

 

 ２．２ 通信速度と通信コストへの不満  
 ２．２．１ 通信速度への不満  
 前述のように，各作業所において年々通信データ量が増加しているのに対して，作業所

ネットワークで利用可能な回線の通信速度が増加しないため，通信時間が増加する傾向に

ある．そのため，パソコンに向かう時間が増加し，本来の施工管理業務に影響を与えたり，

残業時間の増加を招いている． 

 

 ２．２．２ 通信コストへの不満  
 作業所ネットワーク用の通信回線の料金体系が従量制であるため，業務にネットワーク

を利用すればするほど通信コストが増加することになる．業務でのネットワーク利用の必

要性が高まる中，通信速度への不満に加えて，通信コストの急激な増加に対して，作業所

の担当者からの改善要望が非常に強くなっている． 

 また，通信コストが高いだけでなく，従量制のため，工事が完了してみないと工事期間

中の通信コストが把握できないということも，問題の一つであった． 

 

 ２．２．３ 社会通信インフラと作業所通信インフラのギャップ拡大  
 世間では，ＮＴＴ東西がコンシューマ向けに常時接続で定額のフレッツＩＳＤＮを開始

し，その動きとは別に，各種の通信事業者が高速・定額・低額の常時接続サービスである

ＡＤＳＬサービスを開始した．これに合わせて，ＮＴＴ東西もフレッツＡＤＳＬサービス

の全国展開を開始し，サービス提供地域による差はあるものの，一般家庭では高速（フレ

ッツＩＳＤＮの場合は低速）・定額・低額の常時接続サービスが実現しつつある． 
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これに対して，企業用ネットワークについては，サービスの信頼性やセキュリティ上の

問題から，これらのコンシューマ向けサービスの採用が遅く，高速・定額・低額サービス

は実現されていなかった．そのため，一部の作業所のユーザからは，「家庭では快適なネ

ットワークが利用できるのに，なぜ会社の業務で利用するネットワークは遅くて高いの

か」という意見が出されるようになってきた． 

 

３．作業所ネットワーク再構築の目的 
 以上のような背景の下，作業所ネットワーク再構築の検討を開始した．検討に際し，ネ

ットワーク再構築における目的を以下の３つに絞り込んだ． 

 

 ３．１ 通信帯域の向上による業務効率の向上  
 作業所ネットワークの速度を向上し，作業所内の業務の中で，電子情報の通信に関わる

時間を大幅に短縮し，作業所業務の効率化を図ることを第１の目的とした．従来は，ＩＳ

ＤＮ接続の６４Ｋｂｐｓが最大の接続帯域となっていたため，情報通信に関わる業務の効

率も，この６４Ｋｂｐｓの壁を越えることができない状況となっていた． 

 

 ３．２ 通信コストの削減  
 定額通信サービスを導入し，毎月の通信コストを明確にするとともに通信コストの削減

を図ることを第２の目的とした．従来の従量制による通信料金算定では，利用量に応じて

毎月の通信コストが異なるため，工事費用に占める通信コストの設定が困難であった．ま

た，ＦＥＮＩＣＳリモートランサービスは，全国くまなくＡＰ（アクセスポイント）が存

在するが，作業所によってはＡＰからかなりの距離がある場合もあり，単位時間あたりの

通信費用が異なるケースもあった． 

 

 ３．３ 新たな業務ニーズへの対応  
 作業所と生産センターの双方向通信による電子情報のやりとりなど，業務形態や組織形

態の変化に合わせた新しいネットワークニーズへの対応を第３の目的とした．具体的には，

作業所どうしのメッシュ接続の実現と，インターネットへの高速・直接接続である． 

従来では，本社を中心としたスター型のネットワーク構成で，作業所からのダイヤルア

ップ接続となっていたため，作業所間での双方向通信を行うことができなかった．したが

って，作業所間で電子情報の共有ややりとりを行う場合は，ネットワーク構成の中心とな

る本社に，サーバーなどを設置する必要があった．また，インターネットへの接続も本社

経由となっていた． 

 

４．新作業所ネットワークの構築 
 以上の目的を達成するための新ネットワーク構築の要件として，以下のような要件を定

義し，メーカ・ベンダや通信キャリヤなどが提供している各種サービスの調査・評価を実

施した． 
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 ４．１ 新ネットワーク構築のための要件  
・ 定額，低額通信サービスを足回り回線として利用できること 

・ サービス適用範囲が広く，全国各地で利用可能なこと 

・ 企業ネットワークとして十分なセキュリティが保たれていること 

・ 拠点間の双方向通信が可能なこと 

・ 現状のＦＥＮＩＣＳリモートランサービスからの移行が容易なこと 

・ 本社側のルータ機器などを含めたサービスとして提供されること 

・ インターネット網へ直接接続できること 

・ 拠点ごとの接続費用（ＩＤ費用）がリーズナブルであること 

・ 将来の足回り回線の変化に柔軟に対応できること 

・ ２００１年度中に本格運用が開始可能なこと 

 

 ４．２ 要件実現の上での問題点  
 ネットワーク再構築を模索していた２００１年３月～６月頃，全国レベルでの利用を勘

案した場合，常時接続の足回り回線として，ＮＴＴ東西のフレッツＡＤＳＬ，フレッツＩ

ＳＤＮ回線を利用することが第一のターゲットであった．問題は，それらの足回り回線と

本社（社内ネットワーク）を繋ぐ中継のネットワークに何を採用するかであった． 

前述の構築要件を満足できるネットワーク方式としては，インターネットＶＰＮ方式と

ＩＰ－ＶＰＮ方式の２つが採用可能であったが，そのどちらの方式もそれぞれ問題を抱え

ていた．（広域ＬＡＮサービスについては，検討当時はサービス・コスト・信頼性ともに

十分ではなく，検討対象から外している） 

 構築までの期間や構築のしやすさ，導入コストなどを考えれば，インターネットＶＰＮ

方式の方が有利である．しかしながら，セキュリティを保ち任意の（出来ては消えてい

く）作業所間での双方向通信を実現しようとした場合，インターネットＶＰＮ方式では十

分に実績のある安価なサービスが存在しなかった．したがって，インターネットＶＰＮ方

式を採用した場合，センター側の機器を自社で保有し，かつ運用もすべて自前で行う必要

があった． 

 一方，ＩＰ－ＶＰＮ方式では，双方向通信を含めて構築要件を満足するものの，若干導

入コストが高くなる上，足回り回線としてフレッツＡＤＳＬに対応しているサービスが存

在しなかった．ＩＰ－ＶＰＮのサービスを提供している各社は，専用線ＡＤＳＬ（または

ｘＤＳＬ）には対応しているものの，フレッツＡＤＳＬやフレッツＩＳＤＮについては企

業用の足回り回線として認知していなかった．これは，回線の信頼性とセキュリティ面に

関する点が大きかった． 

 更に，従来のＩＳＤＮ回線に比べて高速なフレッツＡＤＳＬ回線に対して，企業ネット

ワーク用の機器として求められる高性能・高信頼性を有し，暗号化処理が可能な上，全国

の拠点に展開するために十分安価なルータも存在しなかった． 

 そこで，清水建設としては，この認識を一新し，コンシューマ向けだけでなく企業用の

足回り回線としてもフレッツＡＤＳＬ，フレッツＩＳＤＮを認知してもらい，新規サービ

スの提供・展開を促す形で，ＩＰ－ＶＰＮ提供各社と交渉していく方向で話を進めること

とした．合わせて，メーカと調整を行い，企画段階であったルータ機器の早期提供を働き

かけた． 
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 最終的には，「２００１年度中に本格運用開始が可能なこと」という要件を唯一実現で

きた，富士通のＦＥＮＩＣＳビジネスＩＰサービスを選択した． 

 

 ４．３ 新ネットワーク構築のスケジュール  
 新ネットワーク環境の構築が遅れたり，新環境への移行が遅れれば遅れるほど，通信コ

ストがかさむため，少しでも早い新環境の構築及び展開開始が必要となる．ＩＰ－ＶＰＮ

提供各社との様々な調整の中で，構築要件をすべて満足する富士通のサービスを選択した

が，最終的には以下のようなスケジュール（表１）での環境構築が可能となった． 

表１ 作業所ネットワーク再構築スケジュール 

 

 ４．４ 新ネットワークの構成  
 従来のＦＥＮＩＣＳリモートランサービスと新しいＩＰ－ＶＰＮ網（ＦＥＮＩＣＳビジ

ネスＩＰサービス）を統合し，図３のような構成の新作業所ネットワークを構築した．こ

のネットワーク構成は，前に挙げた作業所ネットワーク再構築の要件をすべて満たす構成

となっている．現時点（２００２年１０月）では，ＩＰ－ＶＰＮ方式，インターネットＶ

ＰＮ方式に加え，広域ＬＡＮ方式でも同様の要件を満たすサービスは存在するが，既に述

べたように，検討当時はＦＥＮＩＣＳのみが要件すべてを満足しうるサービスだった． 

 今回の新作業所ネットワーク構成において，設定した要件の実現状況を検証すると以下

のようになる． 

・ 定額，低額通信サービスを足回り回線として利用できること 

  → フレッツＡＤＳＬ，フレッツＩＳＤＮ回線を利用できる 

・ サービス適用範囲が広く，全国各地で利用可能なこと 

  → ＮＴＴ東西会社が全国に提供している足回り回線を選択している 

・ 企業ネットワークとして十分なセキュリティが保たれていること 

→ ＩＰ－ＶＰＮサービスを利用するとともに，拠点側にはハードウェアで暗号

処理を行うルータを設置して，センタ側の暗号化装置との間のＩＰＳＥＣ通

信を実現． 

構築スケジュール（２００１年）
6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 　

サービス調査

概要設計

詳細設計項目洗い出し

社内稟議

社内説明会（概要）

システム詳細設計

基本環境構築

運用設計

テスト環境構築

本社環境テスト

実作業所環境テスト

テスト作業所での実運用

一般作業所への公開
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・ 拠点間の双方向通信が可能なこと 

  → ＦＥＮＩＣＳビジネスＩＰサービスで実現している 

・ 現状のＦＥＮＩＣＳリモートランサービスからの移行が容易なこと 

  → どちらもＦＥＮＩＣＳのサービスで環境統合及び移行が容易である 

・ 本社側のルータ機器などを含めたサービスとして提供されること 

  → ＦＥＮＩＣＳサービスが対応している 

・ インターネット網へ直接接続できること 

  → ＦＥＮＩＣＳビジネスＩＰサービスのオプションとして提供されている 

・ 拠点ごとの接続費用（ＩＤ費用）がリーズナブルであること 

  → 他のサービスと比較してＦＥＮＩＣＳサービスは安価である 

・ 将来の足回り回線の変化に柔軟に対応できること 

→ ＦＥＮＩＣＳビジネスＩＰサービスで実現可能と考える（実際にＢフレ

ッツ，メガデータネッツなどにも順次対応している） 

・ ２００１年度中に本格運用が開始可能なこと 

  → ２００１年１２月に環境構築完了．２００２年１月から運用開始． 

図３ 新作業所ネットワーク構成図（再構築後） 

 

５．作業所への展開 
 今回のように，対象が建設作業所である場合，基本的なネットワークの構築以上に勘案

する必要があるのは，作業所への展開方法である．建設作業所というものの特性について

は１章で述べたが，「場所（建設地）の多様性」と「工期（存続期間）の多様性」という
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２つの特性が組み合わされるため，本社や支店などの常設事業所と異なり，展開方法を複

雑にしてしまう．逆に言えば，展開こそが新ネットワーク構築の成功の鍵となる． 

 

 ５．１ 作業所への展開に関する課題とその解決策  
 具体的な新ネットワークの作業所展開の課題と解決方法について以下に述べる． 

 

 ５．１．１ 各拠点での利用可否の判断  
 フレッツＡＤＳＬやフレッツＩＳＤＮは，従来のＩＳＤＮ回線やアナログ回線と異なり，

作業所の場所（建設地）がＮＴＴ東西のサービス提供エリアかによって，利用の可否が左

右される．特にフレッツＡＤＳＬの場合は，提供エリア内であっても，ＮＴＴ東西の交換

局からの距離・回線への干渉状況など，各種の条件から利用できない場合がある． 

一般家庭で利用する場合は，既設の電話番号から敷設可否の判定が可能であるが，作業

所の場合は，事務所を設置するまで電話番号が不明なため，電話番号による回線の利用可

否判断では，ネットワーク回線の敷設が遅れてしまう． 

 そこで，清水建設では，建設予定地の住所を元に，事前に利用可能性の可否判断を行う

ことにより，初期展開時の混乱を回避した．  

 

 ５．１．２ 回線開通時間の短縮と代替手段の提供  
 利用可否の判断を早めに行っても，従来のＩＳＤＮやアナログに比べて，フレッツＡＤ

ＳＬやフレッツＩＳＤＮでは回線申込みから回線敷設までの時間が長い上，地域差がある．

新ネットワークへの移行開始時には，場所によっては申請から敷設まで１ヶ月以上かかる

場合も少なくなかった．特に，ＮＴＴ東西がサービスを開始した直後の地域では，個人ユ

ーザ（一般家庭）からの開通申請が多く，フレッツＡＤＳＬが定着している地域に比べて

開通が遅い． 

 そのため，回線の敷設に時間がかかる場合は，事務所開設時にＩＳＤＮ回線とフレッツ

ＡＤＳＬ回線の両方を申請し，ＡＤＳＬ回線の開通までＩＳＤＮ回線によるＦＥＮＩＣＳ

リモートランサービスへのアクセスを利用できるようにして，作業所の日常業務に影響が

出ないようにした． 

 

 ５．２ 展開後に発生した問題  
 作業所としては，多少環境が悪くても，従来のＩＳＤＮ回線やフレッツＩＳＤＮ回線よ

りも高速なフレッツＡＤＳＬ回線の選択を望む傾向にある．そのため，事前評価ではＮＴ

Ｔ東西の交換局からの距離やノイズの多さから，ＡＤＳＬ回線は敷設不可能であると判断

されても，とりあえず敷設してみて様子を見たいという作業所も少なくなかった．これら

の作業所では，ほとんどの場合，回線敷設後に回線切断などの問題が発生した．これらの

問題については，新環境へ移行する作業所が増加するにつれて，各地域の状況が判明して

きたこと，及びＮＴＴ東西の判定結果を厳密に適用するように，各作業所に依頼をして解

決している． 

 合わせて，予想以上に利用できない地域の多いことや，回線敷設までの期間に地域差が

あることが判明した．既に述べたように，これらの作業所については従来型のＩＳＤＮ回

線を適用したり，フレッツＩＳＤＮ回線を複数本敷設するなどの対応を行っている． 
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 また，８ＭｂｐｓのフレッツＡＤＳＬサービス開始に伴い，ＡＤＳＬモデムの在庫が品

薄になって開通が遅れるなどのトラブルも発生した．これについては，ＮＴＴ東西に対し

て，フレッツＡＤＳＬ化予定の作業所数を事前に提示することにより，ＡＤＳＬモデムの

確保などの協力を依頼し解決した． 

 その他，予想以上に既存作業所の移行要望が多くかつ急ピッチだったため，センタ側の

暗号化装置のトラブルや，拠点設置用の暗号化ルータの手配遅れなど運用管理上の問題も

発生した．これらの運用管理上の問題について，運用が軌道に乗り，移行のペースが掴め

るにつれて解決していった． 

 

 ５．３ 現在の展開状況  
 ２００２年９月末の時点で，全国の作業所のうち，約７５０拠点がフレッツＡＤＳＬ，

約２５０拠点がフレッツＩＳＤＮと，合わせて１，０００拠点近くの作業所が定額・低額

の新ネットワーク環境に移行している． 

 

６．新作業所ネットワークの効果 
 ６．１ 通信帯域の向上による効果  
 従来のＩＳＤＮ－６４Ｋｂｐｓに対して，フレッツＡＤＳＬ利用の作業所では，１．５

Ｍｂｐｓ品目について，最大で下り回線が１Ｍｂｐｓ程度，最低でも４００Ｋｂｐｓ程度

の回線スピードが得られており，平均して，従来の回線の１０倍以上の回線速度が得られ

ている．展開前には，暗号化によるレスポンスの低下も懸念したが，拠点側のルータにハ

ードウェアで暗号化処理を行う製品を選択したことにより，暗号化処理による影響はそれ

ほど大きくなかった（図４に示すように，ハードウェアによる暗号化処理により，ＩＳＤ

Ｎ回線で５％から１０％程度の回線ロスであった）．この結果，ＣＡＤ図面１枚の送受信

に従来では６０秒程度かかっていたが，現在では５秒程度となり，情報通信に関する業務

の効率化も図れた．参考として，図４に，現在の各作業所とインターネット上のサーバと

の間のＦＴＰ実行速度を示す． 
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図４ インターネットからのＦＴＰ実行速度 

 

 ６．２ 通信コストの削減状況  
 従来のＩＳＤＮ回線やアナログ回線は料金体系が従量制のため，利用すればするほど通

信コストが増大していたが，フレッツＡＤＳＬ及びフレッツＩＳＤＮは，低額かつ定額制

のために，通信コストの大幅な削減が図れた．現時点では，清水建設全体で，毎月１，０

００万円以上の通信コスト削減となっており，作業所の担当者からも高く評価されている． 

 

 ６．３ 新たな業務ニーズへの対応状況  
 作業所間の双方向通信が可能になったことにより，生産センターにファイルサーバを設

置し，集中作成した各種文書や帳票，図面などを作業所と共有する形態が増加している．

これにより，作業所と作業所を支援する生産センターとの間のコミュニケーションやコラ

ボレーションが加速し，業務の形態そのものの改善に繋がっている． 

 一方，インターネットへのアクセスも高速化されたことにより，近年増加している社外

ユーザ（発注者，設計事務所，取引業者など）との情報共有も円滑に行えるようになって

きている． 

 

７．今後の課題 
大規模な作業所でも，その立地条件によりフレッツＡＤＳＬではなくフレッツＩＳＤＮ

を採用しなければならない場合も多い．これらの作業所に対応するために，足回り回線と

してＢフレッツの採用を要望してきたが，２００２年の夏からようやく利用可能となった．
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更に，一部の大規模拠点については，Ｂフレッツよりも信頼性の高いＭＤＮ（メガデータ

ネッツ）などの適用も始めているが，これら足回り回線に関する通信サービスの多様化に

柔軟に対応し，より低価格で高速な作業所用通信ネットワークの構築を続けていく必要が

ある． 

また，フレッツＡＤＳＬ回線でも，従来の１．５Ｍｂｐｓのサービスに加え，８Ｍｂｐ

ｓのサービスが開始され，引き続き１２Ｍサービスの開始も予定されている．これらの高

速ＡＤＳＬに対しては，現行の拠点設置のルータでは，パフォーマンス上問題が出る可能

性がある．一方，フレッツＡＤＳＬ回線が企業用の通信回線として認知されてきたことも

あり，各種の企業ユーザ向けの拠点設置ルータも多数でてきている．これらのルータなど

に関しては，常に調査を行い，足回り回線の高速化に対応したサービスを継続させるよう，

検証を行っていく必要がある． 

 

８．おわりに 
構築を検討した当時（２００２年６月頃），フレッツＡＤＳＬなどのブロードバンドが

コンシューマ向けの回線として脚光を浴びていた．当然，企業向けに利用可能なＩＰ－Ｖ

ＰＮなどのサービスがあるだろうと考えて，ネットワークの再構築を検討したが，それら

のブロードバンド回線が企業向けサービスとして認知されておらず，サービスが存在して

いなかったことに，驚いたことを覚えている．足回り回線の保守や，回線の不安定性など

あったのだが，コンシューマに圧倒的に支持された回線は企業でも使えると思い，メー

カ・ベンダに提案をして，再構築を実施した．今から考えれば，ＦＥＮＩＣＳサービス

（富士通株式会社殿）の協力を得て，フレッツＡＤＳＬ回線を企業用のネットワークとし

て活用する先鞭をつけた事になった．ある意味，時流に乗り，ネットワークの再構築が良

好に進み幸運だったと思っている． 

今回の作業所ネットワーク再構築においては，当社の無理難題に耳を傾け，柔軟に対応

していただいた富士通株式会社殿の協力なくして，構築はできなかった．また，拠点側に

設置した暗号化ルータに関しては，当時は適当な製品がなく，当社の要望を聞き入れて，

ルータを前倒し開発していただいた古河電工株式会社殿の協力も重要であった．更に，作

業所への展開においては，住所からＡＤＳＬ回線の敷設可否などの判断をするという追加

のサービスに対応していただいた，ＮＴＴ東西株式会社殿の支援で混乱もなく展開を行う

ことができた．これら４社の関係者の方々に深く感謝を述べさせていただく． 


